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総取扱量及び取卸量が過去最大
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羽田空港における国際航空貨物取扱量は、

１．本資料を他に転載するときは、東京税関（羽田税関支署）の資料による旨を注記してください。
２．本資料の問い合わせは、東京税関羽田税関支署業務管理課（TEL050-5533-6971）まで。

羽 田 空 港 貨 物 取 扱 量

総取扱量

積 込 量

取 卸 量

となり、対前年同月比でみると、総取扱量は２ヵ月連続でプラス、積込量は２ヵ月連続でプラス、取卸
量は４２ヵ月連続でプラスとなり、総取扱量及び取卸量は過去最大となった。

３２，７１５ トン （　　　同 ５．０％増）

３３，８４６ トン （　　　同 ４．１％増）

概 要
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積込トン量推移表
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生鮮貨物の内訳は、果物５０．４％（対前年同月比１０．９％増）、水産物２３．４％（同２２．７％増）、野菜
等１３．３％（同２０．１％減）、植物（切花等）５．７％（同１５．９％減)等となった。

羽 田 通 関

その他地域通関

羽 田 通 関

その他地域通関

８，９８６

生 鮮 貨 物

仮陸揚貨物を積込、取卸別にみると、

となり、対前年同月比でみると、羽田通関は２１ヵ月連続でプラス、その他地域通関は２ヵ月連続でプ
ラスとなった。

１０，５９０ トン （対前年同月比 ８．３％増、

●　輸入量

シェア ６０．９％）

３９．１％）

ド ラ イ 貨 物

となった。

トン （　　　同 ９．１％増、

トン （対前年同月比 ４．０％増、 シェア

１．４％減、６，８００ トン （　　　同 同

１８，９９１ トン （対前年同月比 ４．７％増）

取 卸 量

積 込 量

となり、対前年同月比でみると、積込量は２ヵ月連続でプラス、取卸量は１４ヵ月連続でプラスとなった。

同 ８４．９％）

１６，４５６ トン （　　　同 ３．９％増）

１，６０４ １５．１％）

羽田空港で輸入された貨物（羽田通関分）を生鮮貨物及びドライ貨物別にみると、

●　輸出量

２，６２０

１１，１０４

となり、対前年同月比でみると、羽田通関は２ヵ月連続でプラス、その他地域通関は２ヵ月ぶりのマイ
ナスとなった。

シェア

羽田空港から輸出された貨物量を通関地域別にみると、

羽田空港で輸入された貨物量を通関地域別にみると、

１９．１％）

同

トン （対前年同月比 ２７．４％増、

８０．９％）トン （　　　同 １．４％増、
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羽田空港取卸貨物の生鮮・ドライ貨物の内訳
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